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かつて我が祉に記した如く・Wr興のソヴィエト聯邦は・1925輸血・ら國

eeD一つとしてか（？）・三一伽天文學の研究と轍と旗軌・共の結勾1

として，近年同國icは新天交豪の績現，學俗雨方iniの天文家の輩出等が，殊に

著しい．其の一つとして薮に紹介するものは，南露ジヨジや國カノビリKano．

bili山上に新設されたアバストマ1二天文盛である．

三二G・・rgi・といふ國は・稗以」・の鰍をイiつ古咽であるのだカ・覗

燗・・シや領・ウカソス地回一部として・殆んど世に知られてみなかつ

t・・回れが赦洲熾後・Wrたに下立下して榔カウカソ・た存在す7．　e

とSなり誕にソヴィエ嘩命の鰍を受けて・赤化し・途に聯邦の湘と

なったものである．

さて1930－1932年の頃・レニングラ1ド國七型鍛では・聯靹の鞭

の天文家たちと回して・三二の鷹燗の物理研究を主とする轍燃

を創立する計謎なし・諸徽肥した糸撮上記のジョジヤ●ソヴイ・・國

Ab・・t－i了li外7粁のK…bili山上が撰ばれ・1934年礎築が始まり，’1935

年二成・まもなく轍観測が開4台された・　ti’ヒの天燐鵬按170・・米，囎

42．45’・北緯41．43’であil　s鰍的な事實としては・第19睨末・S・？．（］1、一

SenaP氏澱のAb・…m・ni市で二二を観測した・とがあil・　・t’ヒの面癖

て斯道の大家S・W・B・・nh・m　Lkthrti・tの悦の繍を優秀なものと4証しt、　e

とがあっだ．（A．＆Ap・117）

鰍燐は40卿フ’イス製の屈ゴ磯（1931年製・柵距離680・iYll）・　2・椀：嬬

三儀（F－1・0）2寮・へPレ式の分光太陽鏡（糊パサデナili・H・w・11酬、，

1935年f乍）・16糎・・ツ嘩麟（F＝1・75），33糠身概（19324F．作，・シや

製）等があり・離將來には彊墨加四韻三野離州大型反身ナ鱗畷

備される筈である・「1下の研究瓢としては・3瀬反射鏡の一ウト礁貼にて

大熊w型磯星の三面洞機のナスミス燃にて光蹴度計による光度

及び色度の劉謡羅霧中の微耀のω旨脚院太嚇測・共の他，趣

型賜や糎の輪研究等力％了はれてるる・“tV：長はE・K・Kha・・ds吸・頬
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はSh・G。　Gordeladse（助役），　V．　B．　Nikonov，，M．　A．　Vashakidse，　V．　M．

Bedokia，　Sh．　Chkhaidse，　K．　G．　Zakharin諸氏である．

　近年，此の天下i裏より獲表されるプレテン第f第2號を受け取ったが，其の内

容は下の如くで，其の研究の大略力雪知れる．

大熊W型の食毒星の窟眞観測（10星）

　Nikonov及1）obrotiravin爾氏，’｛ガス座BB星の篇眞光度曲線ミ要素．

　　　PIB，J、＝＝J．　D．2426559．240＋0．3614992×E　　　　極大　IO．82，　第一一極小　11．40，

　　　第二二換ノ∫、　11．29．

Nikαi。・及B。d・ki・雨氏，駅者座Ap衆の窩眞光麟織要素．

　　　揃小＝2423080．520＋O．5692932×E　　琴座β型であろ，

Bodokia氏，鷲座○○星の爲眞光度曲線ご要素．

　　　趣’1、＝2126892．059＋0．506795×E

BQdokia氏，乙女座AG星の篇眞光凌面線ミ要素．

　　　極小＝∫．D．2426418．991十〇．642640×E　　極大7。40，　第一極小835

　　　第二極1」・7．97　 琴舛｛β型！

Bodokia氏，ぺ’レ円座ZZ星（之れ，は我が圃の中村要氏が1922年i：獲見しtこ憂星であろ

　　　tw，JN＝　J．　D．　2428144．4312十〇，5771×E

　　　　第二趣小11．82　 琴βlqrr

NikOnOv氏，白鳥座P星の光電額測．

　　　振幅0ユ5に罰すろ攣光か確認ず．

桶大1L71，第一極小11。92，

Kh・・ad・e氏，自ka」・p　gのスペクト」坤の吸牧線磯移．

　　　　祀線速度ピ電離ポテンシャルの關係確認．但し速度ミ強度ごは無關係．

P・　G．Kulik・v・ky民，水瓶座CY星．

　　　　最短週期（0．06103833）のセブアイ式礎・星なり．

Sh・G．　G・・d・1・d・e氏，纏の爆R刺こ贋，財ろ質量の推定，

M・A．V・gh。kid・e氏，　F型星の空間分布．

P・P．・D・b・・n・avin氏，星の甑光度描法i＝ついて．

Sh・M．　Chkh・id・e・E，アバストマ1　a　t．：於‘泌繍の濁度緻．

　　　　マイケルソン式アクチノメ1タにより1934年中600回観測，Linke氏の式にて計算

　　　　す．

E・K．Kh。・。d・e氏，アバストマ1　nl：於ける大氣の研究．

　　　二一的には透過率0．808土0．OL3，眼親的i：itO．878士0。014

故V。M．　B・d・ki。氏，刈〃座ux星㌶眞光度曲線腰素．

　　　趣小＝＝∫．　1），2427425．291十〇．4452786×E　　極大10．68，櫓’」・11．20
．’ノ

@　　　　〃　　　　　　，髪座RZ星．

　　　極小＝∫，D．2425005．524十〇．3385057×E　　掌大10．00，桶小10．70
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　’ノ　　　　　，駅｛者座AH星。

極小一J・・11・・2425271．366＋O・49417　x　E（P「age「氏・1929年）鰍1・，47，

第一極4、　10．72，　　第二趣ノ」、　10．68．

　ノ／　　　　　　　　，　髪141｛　SS　星．．

極小一∫・1｝・242858生492＋O・412789×E（P「a・c「氏・1929年）・鰍互092，

第一極’j、　11．52．　第二二趣ノ1、　1L49・

　〃　　　　　　，水瓶座UW鍵．

193轡8榊340枚呪眞『よq・光Pt　10・81　t：一定して・獄ぜざる7硯る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殆ん薩光噂．

〃　　　　，牛座λ星の光電槻測．　減光系薮0．740た用ふ．

　　　　　　　　　　　　（1　”　tl　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

天爵2～Q

V．B，　Nikonov氏，1936－1937年llIの白鳥座P屋の光電槻測．

lt

　　　　棚小＝J・D・239tJ）607・538『“3・952’507＋E－O・0255　sin（O・2637×E－59・1）第・簡

　　　　の影響あり？

V．A，　Ambarzumian及Sh．　G．　Gordeladse氏・散開堆霧ご宇宙吸牧，

Sh．　G．　Gordeladse氏，明星爆獲オ欝期の温底

t／　　　　〃　　　　，新星爆獲巾に噴醐するエネルギ量について・　略々10u＿

　　　　104（Eエノレク．．

M・A・V・・h・kid・・氏・en・iF，J　il；心の加1・て鯛剛：　「fi　fTjにA・F・G型星の分布，

E・K・Kha「adse及M・A・Va“・　hakidse雨雫・1611掘折機の811樹物玉・球剛級

　　　　ごアスチグマチズム研究，

Sh．　M．　Chkhaidse氏，太陽輻射ご大氣の透明度・

天女蛋，　19：32一工937年1ドアバストマ1昌天女豪の研究状況報11「，　（山本）

孟蘭盆會とは
盃離轍嵐山の説に基旨’て麟郁’L一月15日（御欝）1こ佛わよぴ坊‘！・MfttRVt

轍て鮒膝七欺母の照蜥るた脈帽甘懲會・孟i総麟しく｛鞭懲
（ウラソバナ）e郷懸・附し筋鯉に曲げられ醤・ナよ灘な救ふの鰍であるミ噴

茎1継鞭灘灘藁縄織1驚蓋時
雨門鑑下描繋llll熟、圭2てその蓮嶋ろS　S’R　L一（・・蜘・

か1蝋型繍こ馨盗・音撫膝礎灘臨蓋講饗1西袋
鼎みろ’蝋轍獄皇の蝿棚孟鰍鰍‘”こlliが日本蜘こ肋

1繍盆瞭そもそもの初脳弓・旧び紡の梛鋸礁養であっア・が・働・t．、J，
一Kの稼で徹れろよう1：　tgつてから日本・螂細こいつか例ヒ眺潤る蘭，な
り疎にわが國1こおいて【エ”銑期三の國民恨魍飢て・魂祭・械祭の名で呼ばれ畷
翻徽鷺ご‘いはれろくらみ1こ鞭二分一’　6　」c．　v，t’ii1・；　S　L　一（今・・脇


